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３・１１震災以後、脱原発や節電など日々の生活が変わり

つつあります。温暖化により環境破壊や農産物の生産流通にも影響が出ています。
かつて人々の生活に深く関わり合いながら形成されてきた里山、自然と調和し、共存する「里山」の存在が見直されてきています。里山は、私たちの生活を心を楽しませてくれる宝物であってほしいものです。
土砂災害のない里山をつくるために、今私たちは何をすべきでしょうか。災害のない緑豊かな里山を再生させるにはどうしたらいいのでしょうか。この地域に住むひとりひとりが身近な自然とのつながりを取りもどすために、先進地の事例に学び共に知恵を出し合いましょう。
　○と　き　　３月２４日（土）午後１時３０分　開会
　○ところ　　西春近公民館（西春近沢渡）２Ｆ　講堂
　○内　容　
◇西春近における薪利用の実態　―２０１１住民アンケート結果の報告　―
信州大学農学部森林科学科４年　秦　琢磨さん
◇切捨間伐材（C材）で晩酌を　―「木の駅」プロジェクトの事例　―
講師　岐阜県恵那市中野方町　杣組代表　鈴村今衛　先生
　◇流域特性を踏まえた地域防災手法 ― 巡視と簡易観測および未利用資源利用 ―　　
信州大学農学部プロジェクト研究推進拠点助教　福山泰治郎先生　
                    　　主　催　　西春近自治協議会、西春近区長会、西春近財産区
共　催　　西春近地域の環境をよくする会、
信州大学中山間地域再生プロジェクト





















第９回
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